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研究成果の概要（和文）： 
 近年、大型スクリーンなどが普及しており、今後は空間全体を利用したサーフェスプレゼン
テーションを行う機会が増えると考えられる。本研究では、発表者の強調・指示動作の拡張、
参加者キャラクタの配置、視線インタラクションの導入を行い、発表者と参加者が相互に引き
込み合う手法を確立し、一体感、共有感が実感できるプレゼンテーションルームを開発した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Recently, large screens have become popular, and the chance of surface presentation 
which utilizes the whole room will be surely increase. In this study, we develop a 
presentation room where users can enhance the emphasis and indication for a 
presenter, they can enjoy the togetherness with participant characters, and the gaze 
interaction can be integrated. Thus, the presenter and the participants were possible 
to feel a sense of unity and sharing. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学、メディア情報学・データベース 
キーワード：身体的コミュニケーション、身体的インタラクション、プレゼンテーション支援 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、大型スクリーンなどが普及しており、
今後は空間全体を利用したサーフェスプレ
ゼンテーションを行う機会が増えると考え
られる。本研究では、PowerPoint とレーザポ
インタを使ったプレゼンに代わり、ミーティ
ングルーム全体を身体拡張型メディア場と

して統合したプレゼンテーションルームを
提案する。これは、発表者の身振りを強調し
て大きく表示したり、参加者を熱心に聞き入
る映像として表示したりする、思いが伝わる
プレゼンの実現である。 
 
 



ーソルを操作するパッドモードの 3種類の身
体拡張モードを開発した。これらのモードを、
発表者の好みに応じて使い分けることがで
きるのが本システムの最大の特徴で、従来の
指示棒やレーザポインタと比較して、特に大
型スクリーンの使用時に有効であることを
明らかにした。 

２．研究の目的 
本研究では、身振り手振りなど身体性を拡

張した映像表現により、発表者と参加者が相
互に引き込み合う手法を確立し、一体感、共
有感が実感できるプレゼンテーションルー
ムを開発する。具体的には、以下の実現を目
的とする。 

 現在 PPTouch は、Apple 社の App Store
に申請中で、無料のアプリケーションとして
公開予定である。 

（１）発表者の強調・指示動作の拡張 
（２）参加者キャラクタの配置 
（３）視線インタラクションの導入 

  
（２）参加者キャラクタの配置  

３．研究の方法 予備実験の結果、指示動作を行う際に指示
棒を用いることで、身体動作や発話音声が大
きくなることが明らかになった。そこで、こ
の結果に基づき、図２に示すプレゼンテーシ
ョンルームを開発した。ここでは、一般的な
プレゼンテーションが行われる場として会
議室を想定し，正面にはプレゼンテーション
用スライドと CG キャラクタ、側面には参加
者キャラクタを 5 体表示させた。このキャラ
クタには発表者の音声によってうなずき動
作を自動生成する iRT を搭載し、一体感を演
出した。また、距離画像センサを用いて身体
動作を計測し、それに対応して重さを感じさ
せることで発話音量を大きくする CG エフ
ェクト“Weight Box”を開発した。このエフェ
クトを強調箇所に用いることによって，めり
はりのあるプレゼンテーションの実現が期
待できる。 

（１）発表者の強調・指示動作の拡張 
携帯型タッチスクリーンデバイスを用い

ることで、発表者の強調・指示動作を飛躍的
に拡張させる身体的プレゼンテーションシ
ステム PPTouch を開発した。 
 
（２）参加者キャラクタの配置 
 ミーティングルームの壁面（幅 7m、2 面）
に対して CG 映像を 3 スクリーン上に投影で
きる、プレゼンテーションルームを開発した。
また参加者キャラクタを配置したシステム
のプロトタイプを開発した。 
 
（３）視線インタラクションの導入 
 プレゼンテーションルームにおける視線
計測を目標に、約 90 度の範囲で視線を計測
できる、デュアルディスプレイ型視線計測装
置を開発した。  
 

 

 
４．研究成果 
（１）発表者の強調・指示動作の拡張 
 PPTouch は、携帯型タッチスクリーンデ
バイスを操作することで、前方のスクリーン
上の指型カーソルを移動させ、身体性（身体
のはたらき）が拡張されたようにプレゼンテ
ーションを行うことができるシステムであ
る（図１）。本システムでは、デバイス上に
カーソルを表示してスクリーン上のカーソ
ルを同期して操作できるカーソルモード、デ
バイスに表示されたスライドをタッチする
ことでスクリーンの同じ位置にカーソルを
表示するタッチモード、PC のタッチパッド
のようにドラッグした移動距離に応じてカ 

図２ プレゼンテーションルーム 
 
（３）視線インタラクションの導入 
 研究室で開発を進めてきた光軸中心回転
体モデルを用いた高精度視線計測技術をベ
ースに、デュアルディスプレイ型の視線計測
システムを開発した。具体的には、視野角約
90 度の範囲で頭部の移動に対応させるため
に、低解像度広角レンズを用いて瞳孔位置を
求める手法と、その位置からプルキニエ像の
位置を求める手法を開発した。プロトタイプ
システムを用いて評価実験を行った結果、平
均誤差 2.74 °で計測できた。これは、壁面

のアイコン選択が十分に可能な計測精度で、視

線と身体動作を統合したインタラクションに向

けたシステムとして有効性が確認できたと考え 

 
 
 
 
 
 
 
図１：PPTouch 
 

図１ PPTouch 



 
図３ デュアルディスプレイ型 
  視線計測装置の使用風景 

 
られる。今後も継続して、このシステムをプレ

ゼンルームに配置し、視線インタラクション可

能な環境を整備したい。 

 
また、以上の（１）～（３）に加えて、身

体的サーフェスプレゼンテーションで重要
となる、制限なく自由な状態での指示動作の
解析のための、関節モデルを導入した指示動
作の解析や、指示動作も計測可能な、視線計
測装置と液晶ペンタブレットを組み合わせ
た Eye-Tracking 液晶ペンタブレットの開発
なども行った。 
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